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(57)【要約】
　本発明にかかるアンテナホルダは、被検体内に導入さ
れた医療装置から送信される無線信号を受信する少なく
とも一つの受信部を有する受信アンテナを保持するアン
テナホルダであって、受信アンテナに対して、当該アン
テナホルダの前記被検体に取り付けられる側と反対側に
設けられ、前記被検体に取り付けられる側と反対側から
伝わる電磁波を低減するシールド部材、を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に導入された医療装置から送信される無線信号を受信する少なくとも一つの受
信部を有する受信アンテナを保持するアンテナホルダであって、
　前記受信アンテナに対して、当該アンテナホルダの前記被検体に取り付けられる側と反
対側に設けられ、前記被検体に取り付けられる側と反対側から伝わる電磁波を低減するシ
ールド部材、
　を備えることを特徴とするアンテナホルダ。
【請求項２】
　前記受信アンテナは、
　複数の前記受信部と、
　前記複数の受信部それぞれが配置される複数の基板部材と、
　を有し、
　前記シールド部材は、すべての前記複数の基板部材における前記被検体に取り付けられ
る側と反対側を覆っている
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項３】
　前記シールド部材は、一つの部材からなる
　ことを特徴とする請求項２に記載のアンテナホルダ。
【請求項４】
　前記シールド部材は、前記複数の基板部材をそれぞれ覆う複数の部材からなる
　ことを特徴とする請求項２に記載のアンテナホルダ。
【請求項５】
　前記受信アンテナは、複数の前記受信部が形成される基板部材を有し、
　前記シールド部材は、一つの部材からなり、前記基板部材における前記被検体に取り付
けられる側と反対側を覆っている
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項６】
　当該アンテナホルダは、前記受信アンテナ及び前記シールド部材が着脱自在に取り付け
られる本体部を有し、
　前記受信アンテナ及び前記シールド部材を前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側
から順に、前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、
前記シールド部材が配置される
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項７】
　当該アンテナホルダは、前記受信アンテナが着脱自在に取り付けられる本体部を有し、
　前記シールド部材は、前記本体部の前記被検体に取り付けられる側と反対側の外表面に
配置され、
　前記受信アンテナ及び前記シールド部材を前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側
から順に、前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、
前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側と反対側の部分、前記シールド部材が配
置される
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項８】
　当該アンテナホルダは、前記受信アンテナが着脱自在に取り付けられる本体部を有し、
　前記シールド部材は、前記本体部の前記被検体に取り付けられる側と反対側の部分を形
成し、
　前記受信アンテナを前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前記本体部
のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シールド部材が配
置される
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　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項９】
　当該アンテナホルダは、前記被検体に着脱自在に取り付けられる本体部を有し、
　前記シールド部材は、前記受信アンテナを着脱自在に保持し、
　前記受信アンテナを前記シールド部材に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前記
本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シールド部
材が配置される
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１０】
　前記シールド部材は、導電性の繊維、電磁波遮蔽素材、導電性の金属を用いて形成され
る
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１１】
　前記シールド部材は、腐食防止加工又は耐水加工の少なくとも一方が施されている
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１２】
　前記医療装置は、カプセル型内視鏡である
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１３】
　被検体内に導入された医療装置から送信される無線信号を受信する少なくとも一つの受
信部を有する受信アンテナと、
　前記受信アンテナを保持し、前記被検体に取り付けられるアンテナホルダと、
　を備え、
　前記アンテナホルダは、
　前記受信アンテナに対して、当該アンテナホルダの前記被検体に取り付けられる側と反
対側に設けられ、前記被検体に取り付けられる側と反対側から伝わる電磁波を低減するシ
ールド部材、
　を有することを特徴とするアンテナユニット。
【請求項１４】
　前記受信アンテナは、前記受信部が設けられる基板部材を備え、
　前記シールド部材は、前記基板部材の面のうち、前記被検体に取り付けられた状態にお
いて該被検体側と反対側となる面を覆う大きさである
　ことを特徴とする請求項１３に記載のアンテナユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線信号を受信する受信アンテナを保持するアンテナホルダ及びアンテナユ
ニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡の分野では、患者等の被検体の消化管内に導入可能な大きさに形成された
カプセル形状の筐体内に撮像機能や無線通信機能等を内蔵したカプセル型内視鏡装置が知
られている。このカプセル型内視鏡装置は、被検体の口から飲み込まれた後、蠕動運動等
によって消化管内等の被検体内部を移動しながら、被検体内部を順次撮像して画像データ
を生成し、この画像データを順次無線送信する。
【０００３】
　このようにしてカプセル型内視鏡装置が無線送信した画像データは、被検体の外部に設
けられた複数の受信アンテナを経由して受信装置に受信される。この複数の受信アンテナ
の各々は、アンテナホルダに保持され、被検体の体表に固定される（例えば、特許文献１
を参照）。特許文献１では、被検体が、体表に受信アンテナを固定した状態で、導電性を
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有する繊維によって編み込まれた電磁波防護服を着用することにより、外部からのノイズ
による通信品質の劣化を抑制している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－１８２２１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１が開示する電磁波防護服は、防護用の導電性繊維を大量に必
要としており、簡易な構成で通信品質の劣化を抑制する技術が望まれていた。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、必要とする素材量を抑制しつつ、通信
品質の劣化を抑制することができるアンテナホルダ及びアンテナユニットを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係るアンテナホルダは、被検
体内に導入された医療装置から送信される無線信号を受信する少なくとも一つの受信部を
有する受信アンテナを保持するアンテナホルダであって、前記受信アンテナに対して、当
該アンテナホルダの前記被検体に取り付けられる側と反対側に設けられ、前記被検体に取
り付けられる側と反対側から伝わる電磁波を低減するシールド部材、を備えることを特徴
とする。
【０００８】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、前記受信アンテナは、複数
の前記受信部と、前記複数の受信部それぞれが配置される複数の基板部材と、を有し、前
記シールド部材は、すべての前記複数の基板部材における前記被検体に取り付けられる側
と反対側を覆っていることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、前記シールド部材は、一つ
の部材からなることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、前記シールド部材は、前記
複数の基板部材をそれぞれ覆う複数の部材からなることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、前記受信アンテナは、複数
の前記受信部が形成される基板部材を有し、前記シールド部材は、一つの部材からなり、
前記基板部材における前記被検体に取り付けられる側と反対側を覆っていることを特徴と
する。
【００１２】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、当該アンテナホルダは、前
記受信アンテナ及び前記シールド部材が着脱自在に取り付けられる本体部を有し、前記受
信アンテナ及び前記シールド部材を前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側から順に
、前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シー
ルド部材が配置されることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、当該アンテナホルダは、前
記受信アンテナが着脱自在に取り付けられる本体部を有し、前記シールド部材は、前記本
体部の前記被検体に取り付けられる側と反対側の外表面に配置され、前記受信アンテナ及
び前記シールド部材を前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前記本体部
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のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記本体部のうち前記
被検体に取り付けられる側と反対側の部分、前記シールド部材が配置されることを特徴と
する。
【００１４】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、当該アンテナホルダは、前
記受信アンテナが着脱自在に取り付けられる本体部を有し、前記シールド部材は、前記本
体部の前記被検体に取り付けられる側と反対側の部分を形成し、前記受信アンテナを前記
本体部に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前記本体部のうち前記被検体に取り付
けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シールド部材が配置されることを特徴とする
。
【００１５】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、当該アンテナホルダは、前
記被検体に着脱自在に取り付けられる本体部を有し、前記シールド部材は、前記受信アン
テナを着脱自在に保持し、前記受信アンテナを前記シールド部材に取り付ける際に、前記
被検体側から順に、前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信ア
ンテナ、前記シールド部材が配置されることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、前記シールド部材は、導電
性の繊維、電磁波遮蔽素材、導電性の金属を用いて形成されることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、前記シールド部材は、腐食
防止加工又は耐水加工の少なくとも一方が施されていることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明に係るアンテナホルダは、上記発明において、前記医療装置は、カプセル
型内視鏡であることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明に係るアンテナユニットは、被検体内に導入された医療装置から送信され
る無線信号を受信する少なくとも一つの受信部を有する受信アンテナと、前記受信アンテ
ナを保持し、前記被検体に取り付けられるアンテナホルダと、を備え、前記アンテナホル
ダは、前記受信アンテナに対して、当該アンテナホルダの前記被検体に取り付けられる側
と反対側に設けられ、前記被検体に取り付けられる側と反対側から伝わる電磁波を低減す
るシールド部材、を有することを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明に係るアンテナユニットは、上記発明において、前記受信アンテナは、前
記受信部が設けられる基板部材を備え、前記シールド部材は、前記基板部材の面のうち、
前記被検体に取り付けられた状態において該被検体側と反対側となる面を覆う大きさであ
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、必要とする素材量を抑制しつつ、通信品質の劣化を抑制することがで
きるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係るアンテナホルダを備えるカプセル型内視鏡
システムの概略構成を示す模式図である。
【図２】図２は、図１に示すアンテナホルダの概略構成を示す模式図である。
【図３】図３は、図１に示す受信アンテナの概略構成を示す模式図である。
【図４】図４は、図２のアンテナ部の拡大図である。
【図５】図５は、図４のＡ－Ａ線部分断面図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態１の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構成を
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模式的に示す部分断面図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態１の変形例２に係るアンテナホルダの要部の構成を
模式的に示す部分断面図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態１の変形例３に係るアンテナホルダの要部の構成を
模式的に示す図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態２に係るアンテナホルダの構成を示す模式図である
。
【図１０】図１０は、図９のＢ－Ｂ線部分断面図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態２の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構
成を模式的に示す部分断面図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態２の変形例２に係るアンテナホルダの要部の構
成を模式的に示す部分断面図である。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態２の変形例３に係るアンテナホルダの要部の構
成を模式的に示す図である。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態３に係るアンテナホルダの概略構成を示す模式
図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態３に係るアンテナホルダの構成を模式的に示す
部分断面図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態３の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構
成を模式的に示す部分断面図である。
【図１７】図１７は、本発明の実施の形態３の変形例２に係るアンテナホルダの要部の構
成を模式的に示す部分断面図である。
【図１８】図１８は、本発明の実施の形態４に係るアンテナホルダの概略構成を示す模式
図である。
【図１９】図１９は、図１８のＣ－Ｃ線部分断面図である。
【図２０】図２０は、本発明の実施の形態４の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構
成を模式的に示す部分断面図である。
【図２１】図２１は、本発明の実施の形態４の変形例２に係るアンテナホルダの要部の構
成を模式的に示す部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に、本発明に係る実施の形態として、医療装置であるカプセル型内視鏡を使用する
カプセル型内視鏡システムについて説明する。なお、図面の記載において、同一部分には
同一の符号を付している。また、図面は模式的なものであり、各部材の厚みと幅との関係
、各部材の比率などは、現実と異なることに留意する必要がある。
【００２４】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係るアンテナホルダを備えるカプセル型内視鏡システ
ムの概略構成を示す模式図である。図１に示すカプセル型内視鏡システム１は、被検体２
内に導入された医療装置としてのカプセル型内視鏡装置３と、被検体２に装着され、複数
の受信アンテナを保持するアンテナホルダ４と、アンテナホルダ４に取り付けられており
、被検体２内に導入されるカプセル型内視鏡装置３から送信される無線信号を受信する複
数の受信アンテナを有するアンテナ装置５と、アンテナ装置５が着脱自在に接続され、ア
ンテナ装置５が受信した無線信号に所定の処理を行って記録又は表示する受信装置６と、
カプセル型内視鏡装置３によって撮像された被検体２内の画像データに対応する処理及び
／又は表示する画像処理装置７と、を備える。アンテナホルダ４と、アンテナ装置５が備
える受信アンテナとによってアンテナユニットを構成している。
【００２５】
　カプセル型内視鏡装置３は、被検体２内を撮像する撮像機能と、被検体２内を撮像して
得られた画像データを含む無線信号を受信アンテナ５１へ送信する無線機能と、を有する
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。カプセル型内視鏡装置３は、被検体２内に飲み込まれることによって被検体２内の食道
を通過し、消化管腔の蠕動運動によって被検体２内を移動する。カプセル型内視鏡装置３
は、被検体２内を移動しながら微小な時間間隔、例えば０．５秒間隔（例えば２ｆｐｓ）
で被検体２内を逐次撮像し、撮像した被検体２内の画像データを生成してアンテナ装置５
へ順次送信する。カプセル型内視鏡装置３は、例えば、３００ＭＨｚ以上４５０ＭＨｚ以
下の周波数の無線信号を出力する。
【００２６】
　図２は、図１に示すアンテナホルダの概略構成を示す模式図であって、被検体２にアン
テナホルダ４を装着した様子を表す図である。アンテナホルダ４は、図２に示すように、
被検体２にアンテナホルダ４を固定するベルト部４１と、ベルト部４１に支持されるとと
もに、複数の受信アンテナ５１が取り付けられるアンテナ取付部４２と、を備える。
【００２７】
　ここで、アンテナ装置５の構成について、図３を参照して説明する。図３は、図１に示
す受信装置の概略構成を示す模式図である。図３に示すように、アンテナ装置５は、カプ
セル型内視鏡装置３から無線信号を受信する複数の受信アンテナ５１、複数の受信アンテ
ナ５１が受信した無線信号を受信装置６へ伝播するアンテナケーブル５２と、受信装置６
に接続するコネクタ部５３と、を有する。
【００２８】
　受信アンテナ５１は、カプセル型内視鏡装置３からの無線信号を受信する受信部として
のアンテナパターン５１１と、配線パターンが形成された基板部材５１２と、を有する。
基板部材５１２に形成される配線パターンは、アンテナパターン５１１が受信した無線信
号を受信装置６に出力する。基板部材５１２は、屈曲自在なフレキシブル基板を用いて構
成してもよいし、剛性を有するリジット基板を用いて構成してもよい。
【００２９】
　図２に戻り、アンテナホルダ４のベルト部４１は、被検体２に装着されることにより、
アンテナホルダ４を被検体２の体表に沿うように固定する。ベルト部４１は、被検体の体
格に応じてアンテナホルダ４を固定できるよう、ゴムやポリウレタン弾性繊維等の伸縮性
がある材料を用いて形成されていることが好ましい。
【００３０】
　図４は、図２のアンテナ取付部４２の拡大図である。図５は、図４に示すアンテナ取付
部４２のＡ－Ａ線部分断面図である。図５において、アンテナ取付部４２の左側に被検体
２が配置される。以下、他の部分断面図においても、左側に被検体２が配置されるものと
して説明する。図４、５に示すように、アンテナ取付部４２は、複数の受信アンテナ５１
、及びシールド部材５４を収容する本体部４２１と、本体部４２１内に設けられ、各々が
１つの受信アンテナ５１を保持してその位置を固定する６つのアンテナ固定部４２２と、
を有する。以下、アンテナ固定部４２２の数を６つとし、６つの受信アンテナ５１が取り
付けられるものとして説明するが、アンテナ固定部４２２及び受信アンテナ５１の数は、
６つに限定されない。また、アンテナ固定部４２２と受信アンテナ５１との数は必ずしも
同一とは限らない。
【００３１】
　本体部４２１は、布等を用いて形成される袋状をなしている。本体部４２１は、例えば
、点ファスナーや、線ファスナー、面ファスナーを用いて形成される開閉自在な開口を有
している。
【００３２】
　アンテナ固定部４２２は、ポケット状に形成された布等で構成され、内部に受信アンテ
ナ５１を１つ収容する。各アンテナ固定部４２２は、受信アンテナ５１が配置される位置
に対応して設けられる。
【００３３】
　シールド部材５４は、電磁波の通過を低減する。本明細書において、「電磁波の低減」
とは、完全に電磁波を通さない完全遮蔽を含んでいる。シールド部材５４は、例えば、導
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電性の繊維を網目状に編み込むことによって作製される。シールド部材５４は、導電性の
繊維を用いて形成されるほか、電磁波遮蔽素材を用いて形成してもよい。シールド部材５
４は、導電性の金属板や、シート、不繊布であってもよい。なお、シールド部材５４は、
特定の周波数帯の電磁波を低減するものであってもよい。
【００３４】
　シールド部材５４には、腐食防止加工又は耐水加工の少なくとも一方を施すようにして
もよい。腐食防止加工では、例えば表面処理によって、錆を防ぐための処理が施される。
耐水加工では、コーティング等の表面処理によって、導電性の繊維などが水に触れないよ
うな処理が施される。シールド部材５４に腐食防止加工や耐水加工が施されていることに
よって、本体部４２１にシールド部材５４を入れたままでも本体部４２１の水洗い等を行
うことができる。この際、受信アンテナ５１は取り除かれている。
【００３５】
　シールド部材５４は、本体部４２１に収容された際に、すべての受信アンテナ５１の基
板部材５１２の一方の面を覆うことができる大きさとなっている。シールド部材５４は、
当該シールド部材５４が基板部材５１２を覆う面よりも大きい大きさである。なお、シー
ルド部材５４は、基板部材５１２を覆う面以上の大きさであればよい。以下、「覆うこと
ができる大きさ」とは、覆う面の大きさ以上の大きさをいう。基板部材５１２がフレキシ
ブル基板である場合、シールド部材５４は、シールド部材５４の面を基板部材５１２に投
影した際に、この投影領域内に基板部材５１２を含む大きさとなる。アンテナホルダ４が
被検体２に装着された際、シールド部材５４は、受信アンテナ５１に対して被検体２と反
対側に配置される。すなわち、シールド部材５４は、各受信アンテナ５１の被検体２側と
反対側の面を覆っている。アンテナホルダ４が被検体２に装着された状態では、被検体２
側から順に、本体部４２１の被検体２に取り付けられる側の部分、受信アンテナ５１、シ
ールド部材５４、本体部４２１の被検体２に取り付けられる側と反対側の部分が配置され
る。
【００３６】
　受信装置６は、複数の受信アンテナ５１を経由してカプセル型内視鏡装置３から送信さ
れた無線信号に含まれる被検体２内の画像データを記録又は被検体２内の画像データに対
応する画像を表示する。受信装置６は、画像データに対応する画像を表示する受信表示部
６１と、受信装置６を操作するための指示信号及び各受信アンテナ５１の位置に関する情
報の入力を受け付ける操作部６２と、を備える。また、受信装置６は、各受信アンテナ５
１を経由して、カプセル型内視鏡装置３から送信された無線信号を受信し、この受信した
無線信号の受信強度（受信電界強度）を受信アンテナ５１毎に算出して記録するとともに
、被検体２内におけるカプセル型内視鏡装置３の位置を推定する。受信装置６は、カプセ
ル型内視鏡装置３から受信した無線信号に含まれる画像データと、各受信アンテナ５１が
受信した無線信号の受信強度と、カプセル型内視鏡装置３が生成した画像データの時間情
報と、を対応付けて記録する。
【００３７】
　画像処理装置７は、受信装置６を経由して取得した被検体２内の画像データに対応する
画像を表示する。画像処理装置７は、受信装置６から画像データ等を読み取るクレードル
７１と、マウス７２ａやキーボード７２ｂ等の操作入力部７２と、画像データに対応する
画像を表示する表示部７３と、を有する。クレードル７１は、受信装置６が装着された際
に、受信装置６から画像データ、この画像データに関連付けられた各受信アンテナ５１の
受信強度、カプセル型内視鏡装置３が生成した画像データの時間情報及びカプセル型内視
鏡装置３の識別情報等を取得し、取得した各種情報を画像処理装置７へ転送する。操作入
力部７２は、ユーザによる入力を受け付ける。ユーザは、操作入力部７２を操作しつつ、
画像処理装置７が順次表示する被検体２内の画像を見ながら、被検体２内部の生体部位、
例えば食道、胃、小腸及び大腸等を観察し、被検体２を診断する。
【００３８】
　以上説明した実施の形態１では、アンテナホルダ４において、各アンテナ固定部４２２
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が複数の受信アンテナ５１をそれぞれ保持するとともに、すべての受信アンテナ５１の基
板部材５１２の一方の面を覆うようにシールド部材５４を保持するようにした。本実施の
形態１によれば、受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面がシールド部材５４によっ
てシールドされ、外部からのノイズを低減するため、防護服に要する繊維量と比して必要
とする素材量を抑制しつつ、通信品質の劣化を抑制することができる。なお、シールド部
材５４が、金属板等、繊維とは異なる素材を用いて作製される場合であっても、シールド
領域が防護服によるシールド領域と比して小さいため、その素材量を防護服相当の素材量
と比して抑制できる。
【００３９】
　また、上述した本実施の形態１によれば、従来のような防護服を着用する必要なく、防
護服の密着などによる被検体の不快感を低減することができる。また、防護服の作製に要
する繊維量と比して少量の繊維によってシールド部材５４を作製できることから、防護服
を用いる場合と比して、製造及び流通コストを抑制することが可能である。
【００４０】
（実施の形態１の変形例１）
　図６は、本発明の実施の形態１の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構成を模式的
に示す部分断面図である。図６に示す部分断面図は、図４に示すＡ－Ａ線断面に対応して
いる。上述した実施の形態１では、シールド部材５４が本体部４２１に収容されているも
のとして説明したが、本変形例１では、シールド部材５４が本体部４２１の外部に設けら
れる。本変形例１に係るアンテナホルダは、上述したベルト部４１と、アンテナ取付部４
２Ａとを有している。アンテナ取付部４２Ａは、上述した本体部４２１と、本体部４２１
内に設けられ、各々が１つの受信アンテナ５１を保持してその位置を固定する６つのアン
テナ固定部４２２と、を有する。シールド部材５４は、本体部４２１の外表面であって、
被検体２にアンテナホルダを取り付けた際に、被検体２側と反対側となる外表面に取り付
けられる。シールド部材５４は、接着剤やボタン等、公知の固定手段によって本体部４２
１に取り付けられる。
【００４１】
　本変形例１では、アンテナホルダが被検体２に装着された状態において、被検体２側か
ら順に、本体部４２１の被検体２に取り付けられる側の部分、受信アンテナ５１、本体部
４２１の被検体２に取り付けられる側と反対側の部分、シールド部材５４が配置される。
【００４２】
　本変形例１においても、複数のアンテナ固定部４２２が複数の受信アンテナ５１を保持
するとともに、すべての受信アンテナ５１の基板部材５１２の一方の面を覆うようにシー
ルド部材５４が設けられるため、受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面がシールド
部材５４によってシールドされ、必要とする素材量を抑制しつつ、簡易な構成で通信品質
の劣化を抑制することができる。
【００４３】
（実施の形態１の変形例２）
　図７は、本発明の実施の形態１の変形例２に係るアンテナホルダの要部の構成を模式的
に示す部分断面図である。図７に示す部分断面図は、図４に示すＡ－Ａ線断面に対応して
いる。上述した実施の形態１では、シールド部材５４が本体部４２１とは別体であるもの
として説明したが、本変形例２は、シールド部材が本体部の一部をなしている。本変形例
２に係るアンテナホルダは、上述したベルト部４１と、アンテナ取付部４２Ｂとを有して
いる。アンテナ取付部４２Ｂは、複数の受信アンテナ５１を収容する本体部４２１Ａと、
本体部４２１内に設けられ、各々が１つの受信アンテナ５１を保持してその位置を固定す
る６つのアンテナ固定部４２２と、を有する。
【００４４】
　本体部４２１Ａは、袋状をなしている。本体部４２１Ａは、袋状の一部をなし、アンテ
ナ固定部４２２が設けられる部分本体部４２１１と、電磁波の通過を低減し、部分本体部
４２１１とともに袋状を形成するシールド部４２１２とを有する。本体部４２１Ａは、ア
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ンテナホルダが被検体２に取り付けられた際に、部分本体部４２１１が被検体２側に配置
される。シールド部４２１２は、上述したシールド部材５４と同等に、例えば、導電性の
繊維を用いて形成される。本変形例２において、シールド部４２１２は、受信アンテナ５
１の被検体２側と反対側の面に位置し、すべての受信アンテナ５１の基板部材５１２の被
検体２側と反対側の面を覆っている。シールド部４２１２は、シールド部材に相当する。
【００４５】
　本変形例２では、アンテナホルダが被検体２に装着された状態において、被検体２側か
ら順に、本体部４２１Ａの被検体２に取り付けられる側の部分である部分本体部４２１１
、受信アンテナ５１、本体部４２１Ａの被検体２に取り付けられる側と反対側の部分と共
通のシールド部４２１２が配置される。
【００４６】
　本変形例２においても、複数のアンテナ固定部４２２が複数の受信アンテナ５１を保持
するとともに、すべての受信アンテナ５１の基板部材５１２の一方の面を覆うようにシー
ルド部４２１２が設けられるため、受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面がシール
ド部４２１２によってシールドされ、必要とする素材量を抑制しつつ、簡易な構成で通信
品質の劣化を抑制することができる。
【００４７】
（実施の形態１の変形例３）
　図８は、本発明の実施の形態１の変形例３に係るアンテナホルダの要部の構成を模式的
に示す図である。上述した実施の形態１では、各アンテナ固定部４２２が、一つの受信ア
ンテナ５１を保持するものとして説明したが、本変形例３に係るアンテナ取付部４２Ｃは
、二つのアンテナ固定部４２２ａが設けられ、各アンテナ固定部４２２ａが、複数（図８
では三つ）の受信アンテナ５１を収容する。このような構成においても、シールド部材５
４の配設により、上述した効果を得ることができる。本変形例３では、各アンテナ固定部
４２２ａが、互いに異なる受信アンテナ５１を収容している。
【００４８】
（実施の形態２）
　続いて、本発明の実施の形態２について説明する。図９は、本発明の実施の形態２に係
るアンテナホルダの構成を示す模式図である。図１０は、図９に示すアンテナ取付部のＢ
－Ｂ線部分断面図である。上述した実施の形態１では、一つのシールド部材５４が、複数
の受信アンテナ５１を一括して覆うものとして説明したが、本実施の形態２は、複数のシ
ールド部材５４Ａが個別に受信アンテナ５１をそれぞれ覆う。
【００４９】
　本実施の形態２に係るアンテナホルダは、上述したベルト部４１と、アンテナ取付部４
２Ｄとを有している。アンテナ取付部４２Ｄは、図９、１０に示すように、複数の受信ア
ンテナ５１、及び複数のシールド部材５４Ａを収容する本体部４２１Ｂと、本体部４２１
Ｂ内に設けられ、各々が１つの受信アンテナ５１及びシールド部材５４Ａを保持してその
位置を固定する６つのアンテナ固定部４２５と、を有する。
【００５０】
　本体部４２１Ｂは、布等を用いて形成される袋状をなしている。本体部４２１Ｂは、例
えば、点ファスナーや、線ファスナー、面ファスナーを用いて形成される開閉自在な開口
を有している。
【００５１】
　アンテナ固定部４２５は、ポケット状に形成された布等であり、内部に受信アンテナ５
１及びシールド部材５４Ａをそれぞれ１つ収容する。各アンテナ固定部４２５は、受信ア
ンテナ５１の配置に対応して設けられる。
【００５２】
　シールド部材５４Ａは、導電性の繊維を用いて形成されるメッシュ状をなしている。シ
ールド部材５４Ａは、上述したシールド部材５４と同じ材料を用いて形成される。シール
ド部材５４Ａは、受信アンテナ５１の基板部材５１２を覆うことができる大きさである。
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【００５３】
　シールド部材５４Ａは、アンテナ固定部４２５に収容された際に、同じアンテナ固定部
４２５に収容されている受信アンテナ５１の基板部材５１２の一方の面を覆うことができ
る大きさである。アンテナホルダ４が被検体２に装着された際に、受信アンテナ５１に対
して被検体２側と反対側にシールド部材５４Ａが配置される。すなわち、各シールド部材
５４Ａは、各受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面をそれぞれ覆っている。
【００５４】
　以上説明した実施の形態２では、複数のアンテナ固定部４２５が複数の受信アンテナ５
１、及び複数のシールド部材５４Ａをそれぞれ収容し、各シールド部材５４Ａが、各受信
アンテナ５１の基板部材５１２の一方の面をそれぞれ覆うようにした。本実施の形態２に
よれば、受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面がシールド部材５４Ａによってそれ
ぞれシールドされて外部からのノイズを低減するため、必要とする素材量を抑制しつつ、
簡易な構成で通信品質の劣化を抑制することができる。
【００５５】
　また、上述した本実施の形態２によれば、上述した実施の形態１と同様に、防護服の密
着などによる被検体の不快感を低減するとともに、防護服を用いる場合と比して、製造及
び流通コストを抑制することが可能である。
【００５６】
　なお、上述した実施の形態２において、アンテナ固定部４２５が形成するポケットの外
側の表面にシールド部材５４Ａを取り付けてもよい。
【００５７】
（実施の形態２の変形例１）
　図１１は、本発明の実施の形態２の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構成を模式
的に示す部分断面図である。図１１に示す部分断面図は、図９に示すＢ－Ｂ線断面に対応
している。上述した実施の形態２では、各シールド部材５４Ａが、本体部４２１Ｂに収容
されているものとして説明したが、本変形例１では、本体部４２１Ｂの外部に設けられる
。本変形例１に係るアンテナホルダは、上述したベルト部４１と、アンテナ取付部４２Ｅ
とを有している。アンテナ取付部４２Ｅは、上述した本体部４２１と、本体部４２１内に
設けられ、各々が１つの受信アンテナ５１を保持してその位置を固定する６つのアンテナ
固定部４２２と、を有する。各シールド部材５４Ａは、本体部４２１の外表面であって、
被検体２にアンテナホルダを取り付けた際に、被検体側と反対側となる外表面に、受信ア
ンテナ５１の配置に応じて取り付けられる。各シールド部材５４Ａは、接着剤やボタン等
、公知の固定手段によって本体部４２１に取り付けられる。
【００５８】
　本変形例１においても、複数のアンテナ固定部４２２が複数の受信アンテナ５１を保持
するとともに、各受信アンテナ５１（基板部材５１２）の被検体２側と反対側の面を覆う
ように複数のシールド部材５４Ａが設けられるため、受信アンテナ５１の被検体２側と反
対側の面がシールド部材５４Ａによってシールドされ、必要とする素材量を抑制しつつ、
簡易な構成で通信品質の劣化を抑制することができる。
【００５９】
（実施の形態２の変形例２）
　図１２は、本発明の実施の形態２の変形例２に係るアンテナホルダの要部の構成を模式
的に示す部分断面図である。図１２に示す部分断面図は、図９に示すＢ－Ｂ線断面に対応
している。上述した実施の形態２では、シールド部材５４Ａが、アンテナ固定部４２５と
は別体であるものとして説明したが、本変形例２は、シールド部材がアンテナ固定部とし
て設けられる。本変形例２に係るアンテナホルダは、上述したベルト部４１と、アンテナ
取付部４２Ｆとを有している。アンテナ取付部４２Ｆは、上述した本体部４２１と、本体
部４２１内に設けられ、各々が１つの受信アンテナ５１を保持してその位置を固定する６
つのシールド部材５４Ｂと、を有する。
【００６０】
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　シールド部材５４Ｂは、導電性の繊維を用いてポケット状に形成され、内部に受信アン
テナ５１を１つ収容する。シールド部材５４Ｂは、受信アンテナ５１を固定するアンテナ
固定部の機能と、受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面をシールドするシールド機
能とを担っている。シールド部材５４Ｂは、腐食防止加工や耐水加工が施されていること
が好ましい。なお、ポケットの下面に相当する部分を布で形成し、受信アンテナ５１の被
検体２側と反対側の面に対向する部分のみを導電性繊維等で形成するようにしてもよい。
【００６１】
　本変形例２においても、複数のシールド部材５４Ｂが複数の受信アンテナ５１をそれぞ
れ着脱自在に保持することによって、各受信アンテナ５１（基板部材５１２）の被検体２
側と反対側の面をシールドするようにしたので、必要とする素材量を抑制しつつ、簡易な
構成で通信品質の劣化を抑制することができる。
【００６２】
（実施の形態２の変形例３）
　図１３は、本発明の実施の形態２の変形例３に係るアンテナホルダの要部の構成を模式
的に示す図である。上述した実施の形態２では、各アンテナ固定部４２５が、一つの受信
アンテナ５１を保持するものとして説明したが、本変形例３に係るアンテナ取付部４２Ｇ
は、二つのアンテナ固定部４２２ａが設けられ、各アンテナ固定部４２２ａが、複数（図
１３では三つ）の受信アンテナ５１を収容する。本変形例３では、各アンテナ固定部４２
２ａにそれぞれ設けられる二つのシールド部材５４Ｃを備える。各シールド部材５４Ｃは
、互いに異なる受信アンテナ５１を覆っている。本変形例３に係るシールド部材５４Ｃは
、アンテナ固定部４２２ａに保持される三つの受信アンテナ５１の基板部材５１２を覆う
ことが可能な大きさである。本変形例３のような構成においても、シールド部材５４の配
設により、上述した効果を得ることができる。
【００６３】
（実施の形態３）
　続いて、本発明の実施の形態３について説明する。図１４は、本発明の実施の形態３に
係るアンテナホルダの構成を示す模式図であって、被検体２にアンテナホルダを取り付け
た様子を示す図である。図１５は、アンテナホルダの部分断面図であって、被検体２に取
り付ける面（例えば基板部材５１２における被検体２に対向する面）と直交する平面を切
断面とする部分断面図である。本実施の形態３に係るカプセル型内視鏡システムは、カプ
セル型内視鏡装置３と、被検体２に装着され、複数の受信アンテナ５１をそれぞれ保持す
る複数のアンテナホルダ４０Ａと、各アンテナホルダ４０Ａに取り付けられており、被検
体２内に導入されるカプセル型内視鏡装置３から送信される無線信号を受信する複数の受
信アンテナ５１を有するアンテナ装置５と、受信装置６と、画像処理装置７（図１参照）
と、を備える。
【００６４】
　アンテナホルダ４０Ａは、図１５に示すように、布等を用いて形成される袋状をなして
いる本体部４２６からなる。本体部４２６は、受信アンテナ５１、及びシールド部材５４
Ａをそれぞれ一つ収容する。複数のアンテナホルダ４０Ａは、互いに独立しており、被検
体２の所定の位置にそれぞれ貼り付けられる。
【００６５】
　シールド部材５４Ａは、アンテナホルダ４０Ａに収容された際に、同じアンテナホルダ
４０Ａに収容されている受信アンテナ５１の一方の面を覆うことができる大きさである。
アンテナホルダ４０Ａが被検体２に装着された際に、受信アンテナ５１に対して被検体２
と反対側にシールド部材５４Ａが配置される。すなわち、各シールド部材５４Ａは、各受
信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面をそれぞれ覆っている。
【００６６】
　以上説明した実施の形態３では、複数のアンテナホルダ４０Ａが複数の受信アンテナ５
１、及び複数のシールド部材５４Ａをそれぞれ収容し、各シールド部材５４Ａが、各受信
アンテナ５１の基板部材５１２の一方の面をそれぞれ覆うようにした。本実施の形態３に
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よれば、受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面がシールド部材５４Ａによってシー
ルドされて外部からのノイズを低減するため、必要とする素材量を抑制しつつ、通信品質
の劣化を抑制することができる。
【００６７】
　また、上述した本実施の形態３によれば、上述した実施の形態１と同様に、防護服の密
着などによる被検体の不快感を低減するとともに、防護服を用いる場合と比して、製造及
び流通コストを抑制することが可能である。
【００６８】
（実施の形態３の変形例１）
　図１６は、本発明の実施の形態３の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構成を模式
的に示す部分断面図である。上述した実施の形態３では、各シールド部材５４Ａが、アン
テナホルダ４０Ａに収容されているものとして説明したが、本変形例１では、アンテナホ
ルダ４０Ｂの外部に設けられる。本変形例１に係るアンテナホルダ４０Ｂは、受信アンテ
ナ５１を収容するとともに、被検体２をアンテナホルダに取り付けた際に被検体側と反対
側となる外表面に、シールド部材５４Ａが取り付けられる。各シールド部材５４Ａは、接
着剤やボタン等、公知の固定手段によって本体部４２６に取り付けられる。
【００６９】
　本変形例１においても、複数のアンテナホルダ４０Ｂが複数の受信アンテナ５１をそれ
ぞれ保持するとともに、アンテナホルダ４０Ｂの外表面において受信アンテナ５１の被検
体側と反対側の面を覆うように複数のシールド部材５４Ａが設けられるため、受信アンテ
ナ５１（基板部材５１２）の被検体２側と反対側の面がシールド部材５４Ａによってシー
ルドされ、必要とする素材量を抑制しつつ、通信品質の劣化を抑制することができる。
【００７０】
（実施の形態３の変形例２）
　図１７は、本発明の実施の形態３の変形例２に係るアンテナホルダの要部の構成を模式
的に示す部分断面図である。上述した実施の形態３では、シールド部材５４Ａが、アンテ
ナホルダ４０Ａとは別体であるものとして説明したが、本変形例２は、シールド部材が本
体部として設けられる。本変形例２に係るアンテナホルダ４０Ｃは、受信アンテナ５１を
収容する本体部４２７を有する。
【００７１】
　本体部４２７は、袋状をなしている。本体部４２７は、布等を用いて形成され、袋状の
一部をなす部分本体部４２７１と、電磁波を低減し、部分本体部４２７１とともに袋状を
形成するシールド部４２７２とを有する。本体部４２７は、アンテナホルダ４０Ｃが被検
体２に取り付けられた際に、部分本体部４２７１が被検体２側に配置される。シールド部
４２７２は、上述したシールド部材５４と同等に、例えば、導電性の繊維を用いて形成さ
れる。本変形例２において、シールド部４２７２は、受信アンテナ５１の被検体２側と反
対側の面に位置し、すべての受信アンテナ５１（基板部材５１２）の被検体２側と反対側
の面を覆っている。シールド部４２７２は、シールド部材に相当する。
【００７２】
　本変形例２においても、複数のアンテナホルダ４０Ｃが複数の受信アンテナ５１をそれ
ぞれ保持するとともに、受信アンテナ５１の被検体側と反対側の面を覆うようにシールド
部４２７２が設けられるため、受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面がシールド部
４２７２によってシールドされ、必要とする素材量を抑制しつつ、通信品質の劣化を抑制
することができる。
【００７３】
（実施の形態４）
　続いて、本発明の実施の形態４について説明する。図１８は、本発明の実施の形態４に
係るアンテナホルダの構成を示す模式図であって、被検体２にアンテナホルダを取り付け
た様子を示す図である。図１９は、図１８に示すアンテナ取付部のＣ－Ｃ線部分断面図で
ある。本実施の形態４に係るカプセル型内視鏡システムは、カプセル型内視鏡装置３と、
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被検体２に装着され、複数のアンテナパターン５１１が形成された基板部材５１３を保持
するアンテナホルダ４Ａと、アンテナホルダ４Ａに取り付けられており、基板部材５１３
を有するアンテナ装置５Ａと、受信装置６と、画像処理装置７（図１参照）と、を備える
。
【００７４】
　本実施の形態４に係るアンテナホルダ４Ａは、上述したベルト部４１と、アンテナ取付
部４２Ｈとを有している。アンテナ取付部４２Ｈは、複数の受信アンテナ５１が形成され
る基板部材５１３、及びシールド部材５４Ｄを収容する本体部４２８を有する。
【００７５】
　ここで、アンテナ装置５Ａは、アンテナケーブル５２及びコネクタ部５３と、上述した
複数の受信アンテナ５１に代えて基板部材５１３とを有している。基板部材５１３には、
カプセル型内視鏡装置３からの無線信号を受信する複数のアンテナパターン５１１と、各
アンテナパターン５１１からの電気信号をアンテナケーブル５２に伝送するための伝送パ
ターン（図示せず）とが形成されている。アンテナ装置５Ａでは、基板部材５１３におけ
るアンテナパターン５１１の配置が予め決まっているため、自身が取得した無線信号と、
被検体２に対する基板部材５１３の配置とに基づいてカプセル型内視鏡装置３の位置検出
を行うことができる。
【００７６】
　本体部４２８は、布等を用いて形成される袋状をなしている。本体部４２８は、基板部
材５１３及びシールド部材５４Ｄを収容している。本体部４２８は、例えば、点ファスナ
ーや、線ファスナー、面ファスナーを用いて形成される開閉自在な開口を有している。
【００７７】
　シールド部材５４Ｄは、本体部４２８に収容された際に、基板部材５１３に形成されて
いるすべてのアンテナパターン５１１を覆うことができる大きさである。本実施の形態４
に係るシールド部材５４Ｄは、基板部材５１３を覆うことが可能な大きさである。アンテ
ナホルダ４Ａが被検体２に装着された際に、基板部材５１３に対して被検体２と反対側に
シールド部材５４Ｄが配置される。すなわち、シールド部材５４Ｄは、基板部材５１３に
おける被検体２側と反対側の面を覆うことによって、すべてのアンテナパターン５１１を
覆っている。
【００７８】
　以上説明した実施の形態４では、本体部４２８が、複数のアンテナパターン５１１が形
成されている基板部材５１３、及びシールド部材５４Ｄを収容し、シールド部材５４Ｄが
、基板部材５１３の被検体側と反対側の面を覆うようにした。本実施の形態４によれば、
基板部材５１３に形成されているアンテナパターン５１１がシールドされて外部からのノ
イズを低減するため、必要とする素材量を抑制しつつ、通信品質の劣化を抑制することが
できる。
【００７９】
　また、上述した本実施の形態４によれば、上述した実施の形態１と同様に、防護服の密
着などによる被検体の不快感を低減するとともに、防護服を用いる場合と比して、製造及
び流通コストを抑制することが可能である。
【００８０】
（実施の形態４の変形例１）
　図２０は、本発明の実施の形態４の変形例１に係るアンテナホルダの要部の構成を模式
的に示す部分断面図である。上述した実施の形態４では、シールド部材５４Ｄが、本体部
４２８に収容されているものとして説明したが、本変形例１では、本体部４２８の外部に
設けられる。本変形例１に係るアンテナホルダは、上述したベルト部４１と、アンテナ取
付部４２Ｉとを有している。アンテナ取付部４２Ｉは、受信アンテナ５１を収容するとと
もに、被検体２をアンテナホルダに取り付けた際に被検体側と反対側となる外表面に、シ
ールド部材５４Ｄが取り付けられる本体部４２８を有する。シールド部材５４Ｄは、接着
剤やボタン等、公知の固定手段によって本体部４２８に取り付けられる。
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【００８１】
　本変形例１においても、本体部４２８が複数のアンテナパターン５１１が形成された基
板部材５１３を保持するとともに、本体部４２８の外表面において基板部材５１３の被検
体側と反対側の面を覆うようにシールド部材５４Ｄが設けられるため、各アンテナパター
ン５１１がシールド部材５４Ｄによってシールドされ、必要とする素材量を抑制しつつ、
通信品質の劣化を抑制することができる。
【００８２】
（実施の形態４の変形例２）
　図２１は、本発明の実施の形態４の変形例２に係るアンテナホルダの構成を模式的に示
す部分断面図である。上述した実施の形態４では、シールド部材５４Ｄが本体部４２８と
は別体であるものとして説明したが、本変形例２は、シールド部材が本体部の一部をなす
。本変形例２に係るアンテナ取付部４２Ｊは、基板部材５１３を収容する本体部４２９を
有する。
【００８３】
　本体部４２９は、袋状をなしている。本体部４２９は、布等を用いて形成され、袋状の
一部をなす部分本体部４２９１と、導電性の繊維を用いて形成されるメッシュ状をなし、
部分本体部４２９１とともに袋状を形成するシールド部４２９２とを有する。本体部４２
９は、アンテナホルダが被検体２に取り付けられた際に、部分本体部４２９１が被検体２
側に配置される。本変形例２において、シールド部４２９２は、受信アンテナ５１の被検
体２側と反対側の面に位置し、すべての受信アンテナ５１の被検体２側と反対側の面を覆
っている。シールド部４２９２は、シールド部材に相当する。
【００８４】
　本変形例２によれば、本体部４２９が複数のアンテナパターン５１１が形成された基板
部材５１３を保持するとともに、シールド部４２９２が本体部４２９の被検体側と反対側
の外表面を形成して、基板部材５１３の被検体側と反対側の面を覆うようにしたので、基
板部材５１３の被検体２側と反対側の面がシールドされ、必要とする素材量を抑制しつつ
、通信品質の劣化を抑制することができる。
【００８５】
　ここまで、本発明を実施するための形態を説明してきたが、本発明は上述した実施の形
態及び変形例によってのみ限定されるべきものではない。本発明は、以上説明した実施の
形態及び変形例には限定されず、請求の範囲に記載した技術的思想を逸脱しない範囲内に
おいて、様々な実施の形態を含みうるものである。また、実施の形態及び変形例の構成を
適宜組み合わせてもよい。
【００８６】
　なお、上述した実施の形態１～４では、シールド部材が、アンテナパターンが形成され
ている基板部材を覆うものとして説明したが、少なくともアンテナパターンが形成されて
いる領域を覆うものであれば効果を得ることができる。このため、シールド部材は、少な
くともアンテナパターンの形成領域に対応する部分が、導電性を有する繊維などによりシ
ールド効果を得られるような構成であれば適用することができる。
【００８７】
　また、上述した実施の形態１～４では、医療装置の一例としてカプセル型内視鏡装置３
を挙げて説明したが、医療装置はこれに限らない。例えば、被検体内に導入され、ｐＨ情
報を取得して無線信号として出力する装置であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８８】
　以上のように、本発明に係るアンテナホルダ及びアンテナユニットは、必要とする素材
量を抑制しつつ、通信品質の劣化を抑制するのに有用である。
【符号の説明】
【００８９】
　１　カプセル型内視鏡システム
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　２　被検体
　３　カプセル型内視鏡装置
　４、４Ａ、４０Ａ、４０Ｂ、４０Ｃ　アンテナホルダ
　４１　ベルト部
　４２、４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃ、４２Ｄ、４２Ｅ、４２Ｆ、４２Ｇ、４２Ｈ、４２Ｉ、
４２Ｊ　アンテナ取付部
　５　アンテナ装置
　６　受信装置
　７　画像処理装置
　５１　受信アンテナ
　５２　アンテナケーブル
　５３　コネクタ部
　５４、５４Ａ、５４Ｃ、５４Ｄ　シールド部材
　５４Ｂ、４２１２、４２７２、４２９２　シールド部
　６１　受信表示部
　６２　操作部
　７１　クレードル
　７２　操作入力部
　７２ａ　マウス
　７２ｂ　キーボード
　７３　表示部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】

【図２０】



(21) JP WO2018/230153 A1 2018.12.20

【図２１】

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月28日(2018.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に導入された医療装置から送信される無線信号を受信する少なくとも一つの受
信部を有する受信アンテナを保持するアンテナホルダであって、
　前記受信アンテナが着脱自在に取り付けられる本体部と、
　電磁波を低減するシールド部材と、
　を備え、
　前記受信アンテナを前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前記本体部
のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シールド部材が配
置される
　ことを特徴とするアンテナホルダ。
【請求項２】
　前記受信アンテナは、
　複数の前記受信部と、
　前記複数の受信部それぞれが配置される複数の基板部材と、
　を有し、
　前記シールド部材は、すべての前記複数の基板部材における前記被検体に取り付けられ
る側と反対側を覆っている
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　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項３】
　前記シールド部材は、一つの部材からなる
　ことを特徴とする請求項２に記載のアンテナホルダ。
【請求項４】
　前記シールド部材は、前記複数の基板部材をそれぞれ覆う複数の部材からなる
　ことを特徴とする請求項２に記載のアンテナホルダ。
【請求項５】
　前記受信アンテナは、複数の前記受信部が形成される基板部材を有し、
　前記シールド部材は、一つの部材からなり、前記基板部材における前記被検体に取り付
けられる側と反対側を覆っている
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項６】
　前記シールド部材は、前記本体部に着脱自在に取り付けられ、
　前記受信アンテナ及び前記シールド部材を前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側
から順に、前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、
前記シールド部材が配置される
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項７】
　前記シールド部材は、前記本体部の前記被検体に取り付けられる側と反対側の外表面に
配置され、
　前記受信アンテナ及び前記シールド部材を前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側
から順に、前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、
前記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側と反対側の部分、前記シールド部材が配
置される
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項８】
　前記シールド部材は、前記本体部の前記被検体に取り付けられる側と反対側の部分を形
成し、
　前記受信アンテナを前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前記本体部
のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シールド部材が配
置される
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項９】
　前記シールド部材は、前記受信アンテナを着脱自在に保持し、
　前記受信アンテナを前記シールド部材に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前記
本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シールド部
材が配置される
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１０】
　前記シールド部材は、導電性の繊維、電磁波遮蔽素材、導電性の金属を用いて形成され
る
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１１】
　前記シールド部材は、腐食防止加工又は耐水加工の少なくとも一方が施されている
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１２】
　前記医療装置は、カプセル型内視鏡である
　ことを特徴とする請求項１に記載のアンテナホルダ。
【請求項１３】
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　被検体内に導入された医療装置から送信される無線信号を受信する少なくとも一つの受
信部を有する受信アンテナと、
　前記受信アンテナを保持し、前記被検体に取り付けられるアンテナホルダと、
　を備え、
　前記アンテナホルダは、
　前記受信アンテナが着脱自在に取り付けられる本体部と、
　電磁波を低減するシールド部材と、
　を有し、前記受信アンテナを前記本体部に取り付ける際に、前記被検体側から順に、前
記本体部のうち前記被検体に取り付けられる側の部分、前記受信アンテナ、前記シールド
部材が配置される
　ことを特徴とするアンテナユニット。
【請求項１４】
　前記受信アンテナは、前記受信部が設けられる基板部材を備え、
　前記シールド部材は、前記基板部材の面のうち、前記被検体に取り付けられた状態にお
いて該被検体側と反対側となる面を覆う大きさである
　ことを特徴とする請求項１３に記載のアンテナユニット。
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